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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月7日(2017.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）グリカン；
　ｂ）約１個から約８０個までのコラーゲン結合性ペプチド；および
　ｃ）約１個から約８０個までのヒアルロン酸結合性ペプチド
を含む細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカンであって、ｂ）およびｃ）の該ペ
プチドが該グリカンに共有結合している、細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカ
ン。
【請求項２】
　前記グリカンが、デキストラン、コンドロイチン、コンドロイチン硫酸、デルマタン、
デルマタン硫酸、ヘパラン、ヘパリン、ケラチン、ケラタン硫酸、またはヒアルロン酸で
ある、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項３】
　前記グリカンがデルマタン硫酸である、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン。
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【請求項４】
　前記グリカンがコンドロイチン硫酸である、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項５】
　前記グリカンがヒアルロン酸である、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項６】
　前記ペプチドが前記グリカンにリンカーを介して共有結合している、請求項１に記載の
合成ペプチドグリカン。
【請求項７】
　前記リンカーがＮ－［β－マレイミドプロピオン酸］ヒドラジド（ＢＭＰＨ）である、
請求項６に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項８】
　合計約５０個未満のペプチドを含む、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項９】
　合計約１０個から約４０個までのペプチドを含む、請求項１に記載の合成ペプチドグリ
カン。
【請求項１０】
　合計約２２個のペプチドを含む、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項１１】
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、コラーゲンＩ型、ＩＩ型、ＩＩＩ型、またはＩＶ型
の１つまたは複数に対して結合親和性を有する、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン
。
【請求項１２】
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、Ｉ型コラーゲンに結合する少なくとも１個のコラー
ゲン結合性ペプチド、およびＩＩ型コラーゲンに結合する少なくとも１個のコラーゲン結
合性ペプチドを含む、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項１３】
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、以下からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む
、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン：
ｉ）ＷＹＲＧＲＬＧＣ、ＲＲＡＮＡＡＬＫＡＧＥＬＹＫＳＩＬＹＧＣ、ＲＬＤＧＮＥＩＫ
ＲＧＣ、ＡＨＥＥＩＳＴＴＮＥＧＶＭＧＣ、ＧＣＧＧＥＬＹＫＳＩＬＹ、ＮＧＶＦＫＹＲ
ＰＲＹＦＬＹＫＨＡＹＦＹＰＰＬＫＲＦＰＶＱＧＣ、ＣＱＤＳＥＴＲＴＦＹ、ＴＫＫＴＬ
ＲＴＧＣ、ＧＬＲＳＫＳＫＫＦＲＲＰＤＩＱＹＰＤＡＴＤＥＤＩＴＳＨＭＧＣ、ＳＱＮＰ
ＶＱＰＧＣ、ＳＹＩＲＩＡＤＴＮＩＴＧＣ、ＳＹＩＲＩＡＤＴＮＩＴ、ＫＥＬＮＬＶＹＴ
、ＫＥＬＮＬＶＹＴＧＣ、ＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶ、ＧＥＬＹＫＳＩＬＹＧＣ、および
ＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶＧＣ、または
ｉｉ）ｉ）のアミノ酸配列と少なくとも約８０％配列同一性を有する配列を含む任意のペ
プチド配列。
【請求項１４】
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、ＷＹＲＧＲＬＧＣ、ＲＲＡＮＡＡＬＫＡＧＥＬＹＫ
ＳＩＬＹＧＣ、ＲＬＤＧＮＥＩＫＲＧＣ、ＡＨＥＥＩＳＴＴＮＥＧＶＭＧＣ、ＧＣＧＧＥ
ＬＹＫＳＩＬＹ、ＮＧＶＦＫＹＲＰＲＹＦＬＹＫＨＡＹＦＹＰＰＬＫＲＦＰＶＱＧＣ、Ｃ
ＱＤＳＥＴＲＴＦＹ、ＴＫＫＴＬＲＴＧＣ、ＧＬＲＳＫＳＫＫＦＲＲＰＤＩＱＹＰＤＡＴ
ＤＥＤＩＴＳＨＭＧＣ、ＳＱＮＰＶＱＰＧＣ、ＳＹＩＲＩＡＤＴＮＩＴＧＣ、ＳＹＩＲＩ
ＡＤＴＮＩＴ、ＫＥＬＮＬＶＹＴ、ＫＥＬＮＬＶＹＴＧＣ、ＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶ、
ＧＥＬＹＫＳＩＬＹＧＣ、またはＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶＧＣである、請求項１に記載
の合成ペプチドグリカン。
【請求項１５】
　前記コラーゲン結合性ペプチドがＷＹＲＧＲＬＧＣである、請求項１に記載の合成ペプ
チドグリカン。
【請求項１６】
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　前記ヒアルロン酸結合性ペプチドが、以下からなる群から選択されるアミノ酸配列を含
む、請求項１に記載の合成ペプチドグリカン：
ｉ）ＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧ、ＧＤＲＲＲＲＲＭＷＨＲＱ、ＧＫＨＬＧＧＫＨＲＲ
ＳＲ、ＲＧＴＨＨＡＱＫＲＲＳ、ＲＲＨＫＳＧＨＩＱＧＳＫ、ＳＲＭＨＧＲＶＲＧＲＨＥ
、ＲＲＲＡＧＬＴＡＧＲＰＲ、ＲＹＧＧＨＲＴＳＲＫＷＶ、ＲＳＡＲＹＧＨＲＲＧＶＧ、
ＧＬＲＧＮＲＲＶＦＡＲＰ、ＳＲＧＱＲＧＲＬＧＫＴＲ、ＤＲＲＧＲＳＳＬＰＫＬＡＧＰ
ＶＥＦＰＤＲＫＩＫＧＲＲ、ＲＭＲＲＫＧＲＶＫＨＷＧ、ＲＧＧＡＲＧＲＨＫＴＧＲ、Ｔ
ＧＡＲＱＲＧＬＱＧＧＷＧＰＲＨＬＲＧＫＤＱＰＰＧＲ、ＲＱＲＲＲＤＬＴＲＶＥＧ、Ｓ
ＴＫＤＨＮＲＧＲＲＮＶＧＰＶＳＲＳＴＬＲＤＰＩＲＲ、ＲＲＩＧＨＱＶＧＧＲＲＮ、Ｒ
ＬＥＳＲＡＡＧＱＲＲＡ、ＧＧＰＲＲＨＬＧＲＲＧＨ、ＶＳＫＲＧＨＲＲＴＡＨＥ、ＲＧ
ＴＲＳＧＳＴＲ、ＲＲＲＫＫＩＱＧＲＳＫＲ、ＲＫＳＹＧＫＹＱＧＲ、ＫＧＲＹＳＩＳＲ
、ＲＲＲＣＧＱＫＫ、ＫＱＫＩＫＨＶＶＫＬＫ、ＫＬＫＳＱＬＶＫＲＫ、ＲＹＰＩＳＲＰ
ＲＫＲ、ＫＶＧＫＳＰＰＶＲ、ＫＴＦＧＫＭＫＰＲ、ＲＩＫＷＳＲＶＳＫ、およびＫＲＴ
ＭＲＰＴＲＲ、または
ｉｉ）ｉ）のアミノ酸配列と少なくとも約８０％配列同一性を有する配列を含む任意のペ
プチド配列。
【請求項１７】
　前記ヒアルロン酸結合性ペプチドが、ＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧ、ＧＤＲＲＲＲＲ
ＭＷＨＲＱ、ＧＫＨＬＧＧＫＨＲＲＳＲ、ＲＧＴＨＨＡＱＫＲＲＳ、ＲＲＨＫＳＧＨＩＱ
ＧＳＫ、ＳＲＭＨＧＲＶＲＧＲＨＥ、ＲＲＲＡＧＬＴＡＧＲＰＲ、ＲＹＧＧＨＲＴＳＲＫ
ＷＶ、ＲＳＡＲＹＧＨＲＲＧＶＧ、ＧＬＲＧＮＲＲＶＦＡＲＰ、ＳＲＧＱＲＧＲＬＧＫＴ
Ｒ、ＤＲＲＧＲＳＳＬＰＫＬＡＧＰＶＥＦＰＤＲＫＩＫＧＲＲ、ＲＭＲＲＫＧＲＶＫＨＷ
Ｇ、ＲＧＧＡＲＧＲＨＫＴＧＲ、ＴＧＡＲＱＲＧＬＱＧＧＷＧＰＲＨＬＲＧＫＤＱＰＰＧ
Ｒ、ＲＱＲＲＲＤＬＴＲＶＥＧ、ＳＴＫＤＨＮＲＧＲＲＮＶＧＰＶＳＲＳＴＬＲＤＰＩＲ
Ｒ、ＲＲＩＧＨＱＶＧＧＲＲＮ、ＲＬＥＳＲＡＡＧＱＲＲＡ、ＧＧＰＲＲＨＬＧＲＲＧＨ
、ＶＳＫＲＧＨＲＲＴＡＨＥ、ＲＧＴＲＳＧＳＴＲ、ＲＲＲＫＫＩＱＧＲＳＫＲ、ＲＫＳ
ＹＧＫＹＱＧＲ、ＫＧＲＹＳＩＳＲ、ＲＲＲＣＧＱＫＫ、ＫＱＫＩＫＨＶＶＫＬＫ、ＫＬ
ＫＳＱＬＶＫＲＫ、ＲＹＰＩＳＲＰＲＫＲ、ＫＶＧＫＳＰＰＶＲ、ＫＴＦＧＫＭＫＰＲ、
ＲＩＫＷＳＲＶＳＫ、またはＫＲＴＭＲＰＴＲＲである、請求項１に記載の合成ペプチド
グリカン。
【請求項１８】
　前記ヒアルロン酸結合性ペプチドがＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧＧＣである、請求項
１に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項１９】
　ａ）コンドロイチン硫酸；
　ｂ）約１個から約８０個までのコラーゲン結合性ペプチド；および
　ｃ）約１個から約８０個までのヒアルロン酸結合性ペプチド
を含む細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカンであって、ｂ）およびｃ）の該ペ
プチドが該グリカンに共有結合しており、かつさらに、該コラーゲン結合性ペプチドがＷ
ＹＲＧＲＬＧＣであり、該ヒアルロン酸結合性ペプチドがＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧ
ＧＣである、細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカン。
【請求項２０】
　前記ペプチドが前記グリカンにリンカーを介して共有結合している、請求項１９に記載
の合成ペプチドグリカン。
【請求項２１】
　前記リンカーがＮ－［β－マレイミドプロピオン酸］ヒドラジド（ＢＭＰＨ）である、
請求項２０に記載の合成ペプチドグリカン。
【請求項２２】
　ａ）コンドロイチン硫酸；
　ｂ）約５個から約２０個までのコラーゲン結合性ペプチド；および
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　ｃ）約５個から約２０個までのヒアルロン酸結合性ペプチド
を含む細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカンであって、ｂ）およびｃ）の該ペ
プチドが該グリカンにＮ－［β－マレイミドプロピオン酸］ヒドラジド（ＢＭＰＨ）を介
して共有結合しており、かつさらに、該コラーゲン結合性ペプチドがＷＹＲＧＲＬＧＣで
あり、該ヒアルロン酸結合性ペプチドがＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧＧＣである、細胞
外マトリックス結合性合成ペプチドグリカン。
【請求項２３】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載の細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカ
ンを含む医薬組成物。
【請求項２４】
　患者においてヒアルロン酸リッチな組織の分解を処置および／または予防するための、
請求項２３に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　ヒアルロン酸リッチな組織が皮膚である、請求項２４に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　患者において軟骨変性を処置および／または予防するための、請求項２３に記載の医薬
組成物。
【請求項２７】
　患者において軟骨変性を処置および／または予防するための、請求項２３に記載の医薬
組成物であって、それを必要としている該患者の滑液腔へ注射されることを特徴とする、
医薬組成物。
【請求項２８】
　患者において硝子体液変性を処置および／または予防するための、請求項２３に記載の
医薬組成物。
【請求項２９】
　患者において髄核変性を処置および／または予防するための、請求項２３に記載の医薬
組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　ａ）グリカン；
　ｂ）約１個から約８０個までのコラーゲン結合性ペプチド；および
　ｃ）約１個から約８０個までのヒアルロン酸結合性ペプチド
を含む細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカンであって、ｂ）およびｃ）の該ペ
プチドが該グリカンに共有結合している、細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカ
ン。
（項目２）
　前記グリカンが、デキストラン、コンドロイチン、コンドロイチン硫酸、デルマタン、
デルマタン硫酸、ヘパラン、ヘパリン、ケラチン、ケラタン硫酸、またはヒアルロン酸で
ある、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目３）
　前記グリカンがデルマタン硫酸である、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目４）
　前記グリカンがコンドロイチン硫酸である、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
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（項目５）
　前記グリカンがヒアルロン酸である、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目６）
　前記ペプチドが前記グリカンにリンカーを介して共有結合している、項目１に記載の合
成ペプチドグリカン。
（項目７）
　前記リンカーがＮ－［β－マレイミドプロピオン酸］ヒドラジド（ＢＭＰＨ）である、
項目６に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目８）
　合計約５０個未満のペプチドを含む、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目９）
　合計約１０個から約４０個までのペプチドを含む、項目１に記載の合成ペプチドグリカ
ン。
（項目１０）
　合計約２２個のペプチドを含む、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目１１）
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、コラーゲンＩ型、ＩＩ型、ＩＩＩ型、またはＩＶ型
の１つまたは複数に対して結合親和性を有する、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目１２）
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、Ｉ型コラーゲンに結合する少なくとも１個のコラー
ゲン結合性ペプチド、およびＩＩ型コラーゲンに結合する少なくとも１個のコラーゲン結
合性ペプチドを含む、項目１に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目１３）
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、以下からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む
、項目１に記載の合成ペプチドグリカン：
ｉ）ＷＹＲＧＲＬＧＣ、ＲＲＡＮＡＡＬＫＡＧＥＬＹＫＳＩＬＹＧＣ、ＲＬＤＧＮＥＩＫ
ＲＧＣ、ＡＨＥＥＩＳＴＴＮＥＧＶＭＧＣ、ＧＣＧＧＥＬＹＫＳＩＬＹ、ＮＧＶＦＫＹＲ
ＰＲＹＦＬＹＫＨＡＹＦＹＰＰＬＫＲＦＰＶＱＧＣ、ＣＱＤＳＥＴＲＴＦＹ、ＴＫＫＴＬ
ＲＴＧＣ、ＧＬＲＳＫＳＫＫＦＲＲＰＤＩＱＹＰＤＡＴＤＥＤＩＴＳＨＭＧＣ、ＳＱＮＰ
ＶＱＰＧＣ、ＳＹＩＲＩＡＤＴＮＩＴＧＣ、ＳＹＩＲＩＡＤＴＮＩＴ、ＫＥＬＮＬＶＹＴ
、ＫＥＬＮＬＶＹＴＧＣ、ＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶ、ＧＥＬＹＫＳＩＬＹＧＣ、および
ＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶＧＣ、または
ｉｉ）ｉ）のアミノ酸配列と少なくとも約８０％配列同一性を有する配列を含む任意のペ
プチド配列。
（項目１４）
　前記コラーゲン結合性ペプチドが、ＷＹＲＧＲＬＧＣ、ＲＲＡＮＡＡＬＫＡＧＥＬＹＫ
ＳＩＬＹＧＣ、ＲＬＤＧＮＥＩＫＲＧＣ、ＡＨＥＥＩＳＴＴＮＥＧＶＭＧＣ、ＧＣＧＧＥ
ＬＹＫＳＩＬＹ、ＮＧＶＦＫＹＲＰＲＹＦＬＹＫＨＡＹＦＹＰＰＬＫＲＦＰＶＱＧＣ、Ｃ
ＱＤＳＥＴＲＴＦＹ、ＴＫＫＴＬＲＴＧＣ、ＧＬＲＳＫＳＫＫＦＲＲＰＤＩＱＹＰＤＡＴ
ＤＥＤＩＴＳＨＭＧＣ、ＳＱＮＰＶＱＰＧＣ、ＳＹＩＲＩＡＤＴＮＩＴＧＣ、ＳＹＩＲＩ
ＡＤＴＮＩＴ、ＫＥＬＮＬＶＹＴ、ＫＥＬＮＬＶＹＴＧＣ、ＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶ、
ＧＥＬＹＫＳＩＬＹＧＣ、またはＧＳＩＴＴＩＤＶＰＷＮＶＧＣである、項目１に記載の
合成ペプチドグリカン。
（項目１５）
　前記コラーゲン結合性ペプチドがＷＹＲＧＲＬＧＣである、項目１に記載の合成ペプチ
ドグリカン。
（項目１６）
　前記ヒアルロン酸結合性ペプチドが、以下からなる群から選択されるアミノ酸配列を含
む、項目１に記載の合成ペプチドグリカン：
ｉ）ＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧ、ＧＤＲＲＲＲＲＭＷＨＲＱ、ＧＫＨＬＧＧＫＨＲＲ
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ＳＲ、ＲＧＴＨＨＡＱＫＲＲＳ、ＲＲＨＫＳＧＨＩＱＧＳＫ、ＳＲＭＨＧＲＶＲＧＲＨＥ
、ＲＲＲＡＧＬＴＡＧＲＰＲ、ＲＹＧＧＨＲＴＳＲＫＷＶ、ＲＳＡＲＹＧＨＲＲＧＶＧ、
ＧＬＲＧＮＲＲＶＦＡＲＰ、ＳＲＧＱＲＧＲＬＧＫＴＲ、ＤＲＲＧＲＳＳＬＰＫＬＡＧＰ
ＶＥＦＰＤＲＫＩＫＧＲＲ、ＲＭＲＲＫＧＲＶＫＨＷＧ、ＲＧＧＡＲＧＲＨＫＴＧＲ、Ｔ
ＧＡＲＱＲＧＬＱＧＧＷＧＰＲＨＬＲＧＫＤＱＰＰＧＲ、ＲＱＲＲＲＤＬＴＲＶＥＧ、Ｓ
ＴＫＤＨＮＲＧＲＲＮＶＧＰＶＳＲＳＴＬＲＤＰＩＲＲ、ＲＲＩＧＨＱＶＧＧＲＲＮ、Ｒ
ＬＥＳＲＡＡＧＱＲＲＡ、ＧＧＰＲＲＨＬＧＲＲＧＨ、ＶＳＫＲＧＨＲＲＴＡＨＥ、ＲＧ
ＴＲＳＧＳＴＲ、ＲＲＲＫＫＩＱＧＲＳＫＲ、ＲＫＳＹＧＫＹＱＧＲ、ＫＧＲＹＳＩＳＲ
、ＲＲＲＣＧＱＫＫ、ＫＱＫＩＫＨＶＶＫＬＫ、ＫＬＫＳＱＬＶＫＲＫ、ＲＹＰＩＳＲＰ
ＲＫＲ、ＫＶＧＫＳＰＰＶＲ、ＫＴＦＧＫＭＫＰＲ、ＲＩＫＷＳＲＶＳＫ、およびＫＲＴ
ＭＲＰＴＲＲ、または
ｉｉ）ｉ）のアミノ酸配列と少なくとも約８０％配列同一性を有する配列を含む任意のペ
プチド配列。
（項目１７）
　前記ヒアルロン酸結合性ペプチドが、ＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧ、ＧＤＲＲＲＲＲ
ＭＷＨＲＱ、ＧＫＨＬＧＧＫＨＲＲＳＲ、ＲＧＴＨＨＡＱＫＲＲＳ、ＲＲＨＫＳＧＨＩＱ
ＧＳＫ、ＳＲＭＨＧＲＶＲＧＲＨＥ、ＲＲＲＡＧＬＴＡＧＲＰＲ、ＲＹＧＧＨＲＴＳＲＫ
ＷＶ、ＲＳＡＲＹＧＨＲＲＧＶＧ、ＧＬＲＧＮＲＲＶＦＡＲＰ、ＳＲＧＱＲＧＲＬＧＫＴ
Ｒ、ＤＲＲＧＲＳＳＬＰＫＬＡＧＰＶＥＦＰＤＲＫＩＫＧＲＲ、ＲＭＲＲＫＧＲＶＫＨＷ
Ｇ、ＲＧＧＡＲＧＲＨＫＴＧＲ、ＴＧＡＲＱＲＧＬＱＧＧＷＧＰＲＨＬＲＧＫＤＱＰＰＧ
Ｒ、ＲＱＲＲＲＤＬＴＲＶＥＧ、ＳＴＫＤＨＮＲＧＲＲＮＶＧＰＶＳＲＳＴＬＲＤＰＩＲ
Ｒ、ＲＲＩＧＨＱＶＧＧＲＲＮ、ＲＬＥＳＲＡＡＧＱＲＲＡ、ＧＧＰＲＲＨＬＧＲＲＧＨ
、ＶＳＫＲＧＨＲＲＴＡＨＥ、ＲＧＴＲＳＧＳＴＲ、ＲＲＲＫＫＩＱＧＲＳＫＲ、ＲＫＳ
ＹＧＫＹＱＧＲ、ＫＧＲＹＳＩＳＲ、ＲＲＲＣＧＱＫＫ、ＫＱＫＩＫＨＶＶＫＬＫ、ＫＬ
ＫＳＱＬＶＫＲＫ、ＲＹＰＩＳＲＰＲＫＲ、ＫＶＧＫＳＰＰＶＲ、ＫＴＦＧＫＭＫＰＲ、
ＲＩＫＷＳＲＶＳＫ、またはＫＲＴＭＲＰＴＲＲである、項目１に記載の合成ペプチドグ
リカン。
（項目１８）
　前記ヒアルロン酸結合性ペプチドがＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧＧＣである、項目１
に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目１９）
　ａ）コンドロイチン硫酸；
　ｂ）約１個から約８０個までのコラーゲン結合性ペプチド；および
　ｃ）約１個から約８０個までのヒアルロン酸結合性ペプチド
を含む細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカンであって、ｂ）およびｃ）の該ペ
プチドが該グリカンに共有結合しており、かつさらに、該コラーゲン結合性ペプチドがＷ
ＹＲＧＲＬＧＣであり、該ヒアルロン酸結合性ペプチドがＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧ
ＧＣである、細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカン。
（項目２０）
　前記ペプチドが前記グリカンにリンカーを介して共有結合している、項目１９に記載の
合成ペプチドグリカン。
（項目２１）
　前記リンカーがＮ－［β－マレイミドプロピオン酸］ヒドラジド（ＢＭＰＨ）である、
項目２０に記載の合成ペプチドグリカン。
（項目２２）
　ａ）コンドロイチン硫酸；
　ｂ）約５個から約２０個までのコラーゲン結合性ペプチド；および
　ｃ）約５個から約２０個までのヒアルロン酸結合性ペプチド
を含む細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカンであって、ｂ）およびｃ）の該ペ
プチドが該グリカンにＮ－［β－マレイミドプロピオン酸］ヒドラジド（ＢＭＰＨ）を介
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して共有結合しており、かつさらに、該コラーゲン結合性ペプチドがＷＹＲＧＲＬＧＣで
あり、該ヒアルロン酸結合性ペプチドがＧＡＨＷＱＦＮＡＬＴＶＲＧＧＧＣである、細胞
外マトリックス結合性合成ペプチドグリカン。
（項目２３）
　項目１～２２のいずれか一項に記載の細胞外マトリックス結合性合成ペプチドグリカン
を含む医薬組成物。
（項目２４）
　患者においてヒアルロン酸リッチな組織の分解を処置および／または予防する方法であ
って、項目２３に記載の医薬組成物を、それを必要としている患者に投与することを含む
方法。
（項目２５）
　ヒアルロン酸リッチな組織が皮膚である、項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　患者において軟骨変性を処置および／または予防する方法であって、項目２３に記載の
医薬組成物を、それを必要としている患者に投与することを含む方法。
（項目２７）
　患者において軟骨変性を処置および／または予防する方法であって、項目２３に記載の
医薬組成物を、それを必要としている患者の滑液腔へ注射することを含む方法。
（項目２８）
　患者において硝子体液変性を処置および／または予防する方法であって、項目２３に記
載の医薬組成物を、それを必要としている患者に投与することを含む方法。
（項目２９）
　患者において髄核変性を処置および／または予防する方法であって、項目２３に記載の
医薬組成物を、それを必要としている患者に投与することを含む方法。
　添付の図面と併せて読む場合、以下の詳細な説明から、ある特定の態様が最もよく理解
される。慣行により、図面の様々な外観は一定の縮尺ではないことを強調しておく。反対
に、様々な外観の寸法は、明確にするために、任意に拡大され、または縮小される。以下
の図が図面に含まれる：
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